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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年7月24日(2008.7.24)

【公開番号】特開2002-247683(P2002-247683A)
【公開日】平成14年8月30日(2002.8.30)
【出願番号】特願2001-174543(P2001-174543)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｒ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０３Ｍ   1/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｒ   3/00    ３２０　
   Ｈ０３Ｍ   1/12    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月9日(2008.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　送話口を有するマイクロホンアッセンブリケーシングと、
　上記送話口を介して音響波を受け、上記受けた音響波をアナログオーディオ信号に変換
する変換器であって、上記マイクロホンアッセンブリケーシング内に設けられた変換器と
、
　上記マイクロホンアッセンブリケーシング内に設けられた電子回路であって、上記変換
器からのアナログオーディオ信号を増幅するプリアンプと、ディジタルオーディオ信号を
提供するシグマ－デルタ変調器との縦続接続によって定義される信号経路を備えた電子回
路とを備えたマイクロホンアッセンブリであって、
　上記マイクロホンアッセンブリは、上記変換器と上記プリアンプとの間に設けられた高
域通過フィルタであって、上記シグマ－デルタ変調器の入力における信号のＤＣ成分又は
ゆっくりと変化する成分を除去する高域通過フィルタをさらに備えたマイクロホンアッセ
ンブリ。
　　【請求項２】　上記プリアンプ及び上記シグマ－デルタ変調器は、１つのチップ上に
集積化されてモノリシックな集積回路を形成する請求項１記載のマイクロホンアッセンブ
リ。
　　【請求項３】　上記チップ上にはさらに、上記高域通過フィルタが集積化される請求
項２記載のマイクロホンアッセンブリ。
　　【請求項４】　上記プリアンプ、上記シグマ－デルタ変調器及び上記高域通過フィル
タは、複数の別個のチップ上に実装されて別個の集積回路を形成する請求項１記載のマイ
クロホンアッセンブリ。
　　【請求項５】　上記変換器は振動板を備えた請求項１乃至４のいずれか１つに記載の
マイクロホンアッセンブリ。
　　【請求項６】　上記シグマ－デルタ変調器からデータを受けるディジタルフィルタで
あって、上記モノリシックな集積回路の一部を形成するディジタルフィルタをさらに備え
た請求項２又は３記載のマイクロホンアッセンブリ。
　　【請求項７】　上記ディジタルフィルタはディジタルデシメーション低域通過フィル
タである請求項６記載のマイクロホンアッセンブリ。
　　【請求項８】　請求項１乃至７のいずれか１つに記載のマイクロホンアッセンブリで
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あって、さらなる信号処理のために純粋なディジタル信号プロセッサに接続されたマイク
ロホンアッセンブリを備えた携帯装置。
　　【請求項９】　上記携帯装置は、補聴器と、携帯録音装置と、携帯電話機又はセルラ
ー電話機とからなるグループから選択される請求項８記載の携帯装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　次いで、図２を参照すると、代替的なマイクロホンアセンブリ１０３は、動作素子１０
８とマイクロホンのプリアンプ１１０との間に接続された高域通過フィルタ１０９と、マ
イクロホンのプリアンプ１１０と好ましくはシグマ－デルタ変調器であるＡ／Ｄ変換器１
１２との間に接続された低域通過フィルタ１１１とを含む。高域通過フィルタ１０９は、
動作素子１０８とプリアンプ１１０との間で信号中のＤＣ成分を阻止し、それによって、
プリアンプ１１０の安定性とダイナミックレンジを改善する。また、高域通過フィルタ１
０９は、低い周波数をフィルタリングして除去することによって、マイクロホンアセンブ
リ１０３における全体のノイズのレベルを低下させる。低域通過フィルタ１１１は、信号
がＡ／Ｄ変換器１１２に供給される前に、信号の周波数成分を制限することによって望ま
しくないエイリアジングの効果を除去する。高域通過フィルタ１０９と低域通過フィルタ
１１１は、好ましくは、マイクロホンのプリアンプ１１０に組み込まれているが、それに
代わって、オプションとして、高域通過フィルタ１０９と低域通過フィルタ１１１をマイ
クロホンのプリアンプ１１０から分離してもよい。ライン１２０上のディジタル出力信号
は、いかなる標準のオーディオ形式によってもフォーマット化されていないという意味に
おいて、未処理の信号である。ライン１２０上の未処理のディジタル出力信号は、別のデ
ィジタル処理のために、純粋なディジタルのＤＳＰ１１４に送信される。ディジタル出力
信号のフォーマット化は、図４を参照して議論される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　次に、図４は、本発明のもう１つの実施形態に係る、Ａ／Ｄ変換器３１２と純粋なディ
ジタルのＤＳＰ３１４の間に接続されたフォーマット化回路３１３を備えたマイクロホン
アセンブリ３０３を図示する。フォーマット化回路３１３は、例えば、Ｓ／ＰＤＩＦ、Ａ
ＥＳ／ＥＢＵ、Ｉ２Ｓのようなディジタルオーディオの標準か、又は他の任意の適当なデ
ィジタルオーディオの標準に従って、Ａ／Ｄ変換器３１２からの信号をフォーマット化す
る。それに代わって、フォーマット化は、純粋なディジタルのＤＳＰ３１４によって実行
されてもよい。フォーマット化回路３１３は、好ましくは、マイクロホンのケーシング３
０４内のＡ／Ｄ変換器３１２に組み込まれ、さらに、図３に関連して記述されたもののよ
うなディジタルフィルタを含んでもよい。プリアンプ３１０は、図２に関連して記述され
たもののような高域通過フィルタ及び／又は低域通過フィルタをオプションとして含んで
もよい。フォーマット化されたディジタル出力信号は、別の処理のために、純粋なディジ
タルのＤＳＰ３１４へ向かうライン３２０上に伝送されてもよく、又は、ディジタル出力
信号がディジタルオーディオの標準に従ってフォーマット化されているので、例えば携帯
型のオーディオ又はビデオの装置のような、そのようなディジタルオーディオの標準に従
う装置に接続されるか、又はそのような装置に直接に組み込まれていてもよい。
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